
●
明
治
維
新
政
府
が
発
足

し
た
慶
応
四
年
は
年
初
か

ら
戊
辰
戦
争
が
始
ま
り
、

戦
況
は
余
談
が
許
さ
な
い

状
況
の
中
で
あ
っ
た
が
、

三
月
江
戸
城
無
血
開
城
、

四
月
討
幕
軍
江
戸
城
入
城
、

徳
川
家
の
駿
河
府
中
移
封

七
月
江
戸
を
東
京
と
改
名
、

九
月
明
治
と
年
号
を
改
元

と
着
々
と
新
体
制
が
整
え

ら
れ
た
。
土
佐
藩
の
東
征

軍
は
会
津
戦
争
の
終
結
段

階
で
十
一
月
に
高
知
に
凱

旋
し
た
。

榎
本
武
揚
率
い

る
旧
幕
府
軍
と
の
函
館
戦

争
が
終
結
し
た
の
は
翌
年

の
五
月
で
あ
っ
た
。

真
吉

は
慰
労
の
意
味
が
あ
っ
た

の
か
長
州
と
薩
摩
に
挨
拶

に
派
遣
さ
れ
た
が
十
一
月

徳
大
寺
大
納
言
家
の
公
務

員
を
拝
命
、
単
身
で
上
京

し
た
。
翌
明
治
三
年
一
月

戊
辰
戦
争
の
勲
功
と
し
て

従
七
位
を
授
与
さ
れ
た
。

●
そ
の
後
真
吉
は
体
調
を

崩
し
六
月
十
四
日
東
京
大

名
小
路
の
客
舎
に
て
没
し

て
麻
布
の
正
徳
寺
に
埋
葬

さ
れ
た
。
享
年
五
十
六
歳

で
あ
っ
た
。

こ
の
時
真
吉

の
継
嗣
鵬
次
郎
は
ま
だ
三

歳
で
あ
り
。
余
り
に
早
や

過
ぎ
る
逝
去
で
あ
っ
た
。

●
明
治
三
十
六
年
に
な
り

真
吉
の
戊
辰
戦
争
時
の
叙

勲
が
低
す
ぎ
た
と
見
直
さ

れ
従
四
位
が
追
贈
さ
れ
た
。

そ
れ
を
期
に
真
吉
の
墓
碑

は
麻
布
正
徳
寺
か
ら
中
村

の
羽
生
山
に
あ
る
樋
口
家

墓
地
に
改
葬
さ
れ
た
。

●
併
せ
て
地
元
で
は
海
軍

大
将
男
爵
島
村
速
雄
揮
毫

に
よ
る
「
贈
従
四
位
樋
口

真
吉
先
生
記
念
碑
」
を
建

立
、
為
末
公
園
の
二
の
丸

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
そ
の
直
前
明
治
三
十
四

年
真
吉
の
一
番
弟
子
で
あ

る
桑
原
戒
平
が
樋
口
家
に

残
さ
れ
た
真
吉
の
日
記
類

を
参
照
し
て
「
樋
口
真
吉

伝
・
樋
口
先
生
」
を
編
纂
、

世
に
問
う
た
の
で
し
た
。

こ
の
文
献
は
平
成
十
八
年

佐
川
の
県
立
青
山
文
庫
後

援
会
が
青
山
文
庫
資
料
集

1
0

と
し
て
再
版
し
て
手
に

す
る
こ
と
が
出
来
る
。

●
迅
衝
隊
に
幡
多
か
ら
百

名
余
の
青
年
が
参
加
し
て

い
た
。
「
樋
口
先
生
」
の

最
終
章
に
桑
原
戒
平
の
文

章
で
樋
口
真
吉
の
処
遇
の

み
な
ら
ず
、
訓
練
の
よ
く

生
き
届
い
た
幡
多
の
部
隊

に
対
し
て
も
余
り
に
門
閥

主
義
で
判
断
さ
れ
て
い
て

迅
衝
隊
八
個
小
隊
中
の
二

個
小
隊
は
真
吉
の
部
隊
で

あ
る
の
に
敢
え
て
真
吉
を

小
荷
駄
裁
判
役
に
宛
て
る

と
は
と
憤
慨
し
て
い
る
。

し
か
し
真
吉
本
人
は
一
向

に
気
に
す
る
そ
ぶ
り
も
見

せ
ず
、
改
め
て
樋
口
真
吉

と
云
う
人
間
の
高
邁
な
る

人
格
に
恐
れ
入
る
と
も
書

い
て
い
る
。
そ
し
て
勤
皇

事
業
に
つ
い
て
真
吉
は
武

市
と
相
対
し
て
東
西
の
大

家
で
あ
っ
た
と
書
い
て
。

真
吉
を
偲
ん
で
い
る
。

第023号 樋口真吉顕彰会・会報誌 令和5年7月20日

発行人

会長

土森正一

文責

寺尾敏夫

樋
口
真
吉
顕
彰
会
・
会
報
誌

明治３年６月１４日真吉は麻布客舎にて没した！

享
年
五
十
六
歳
で
生
涯
を
終
え
た
真
吉
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樋
口
先
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」
最
終
章



●
「
中
村
市
史
」
続
編
の

3
9
6

頁
に
左
記
の
系
譜
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
文
武
館
で
学
ん
だ
人

物
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ

ば
樋
口
真
吉
の
薫
陶
を
受

け
て
育
っ
た
人
物
で
あ
り
、

明
治
期
以
降
に
様
々
に
貢

献
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

何
名
か
を
ご
紹
介
し
た
い
。

★
文
政
八
年
（1

8
2
5

）

四
月
、
土
佐
藩
中
村
の
郷

士
安
岡
故
五
郎
の
長
子
と

し
て
誕
生
。
雄
邁
で
文
武

の
才
が
あ
り
、
土
佐
藩
士

･

外
池
武
左
衛
門
に
従
っ

て
日
置
流
の
弓
術
を
、
西

川
楠
弥
太
に
馬
術
と
刀
槍

の
術
と
を
習
い
、
土
方
謙

吉
に
砲
学
を
学
ん
だ
。
文

学
は
初
め
同
郷･

遠
近
鶴

鳴
に
学
び
、
壯
年
に
な
る

と
真
吉
の
影
響
で
筑
前･

亀
井
鐵
太
郞
の
門
に
入
る
。

漢
学
に
長
じ
、
詩
文
を
よ

く
す
る
こ
と
を
も
っ
て
聞

こ
え
た
。

文
久･

元
治
の
頃
、
樋
口

真
吉
に
従
っ
て
幡
多
勤
王

党
を
組
織
し
て
国
事
に
奔

走
、
慶
応
三
年
（1867

）

京
都
の
小
松
帯
刀
邸
に
お

い
て
、
薩
摩
の
西
郷
隆
盛

と
土
佐
の
乾
（
板
垣
）
退

助
の
間
で
交
わ
さ
れ
た

「
薩
土
討
幕
の
密
約
（
薩

土
密
約
）
」
の
締
結
に
も

参
画
し
た
。
戊
辰
戦
争
に

は
迅
衝
隊
半
隊
長
と
し
て

出
征
し
、
抜
擢
さ
れ
て
扈

従
格
に
進
む
。
小
監
察
と

な
っ
た
。
ま
た
、
谷
干
城

ら
と
と
も
に
近
藤
勇
の
処

刑
に
あ
た
っ
た
。

★
明
治
に
な
り
新
政
府
に

仕
え
、
明
治
二
年
（1

8
6

9

）
弾
正
少
忠
、
弾
正
大

忠
、
明
治
三
年
（1870

）

集
議
員
判
官
、
明
治
四
年

（1
8
7
1

）
民
部
少
丞
、

八
月
以
降
、
高
崎
県
大
参

事
、
群
馬
県
権
参
事
、
群

馬
県
参
事
、
渡
会
県
参
事

を
歴
任
。
明
治
六
年
（1

8
7
3

）
、
白
川
県
権
令
に
就

任
し
て
熊
本
（
現

熊
本

市
）
に
着
任
、
明
治
八
年

（1
8
7
5

）
に
は
白
川
県

令
、
明
治
九
年
（1876

）

熊
本
県
令
に
な
る
。
こ
の

時
右
の
十
六
名
の
部
下
を

連
れ
て
着
任
し
た
。

こ
の
と
き
太
田
黒
伴
雄
の

敬
神
党
（
神
風
連
）
の
人
々

の
人
心
調
和
に
努
め
、
佐

賀
の
乱
に
際
し
て
は
熊
本

士
族
の
動
揺
を
鎮
め
る
な

ど
良
政
を
施
し
た
が
、
明

治
九
年
（1

8
7
6

）
十
月

二
十
四
日
神
風
連
が
挙
兵

（
神
風
連
の
乱
）
、
自
宅

で
参
事･

警
部
ら
四
人
と

対
策
会
議
中
に
神
風
連･

吉
村
義
節
ら
の
襲
撃
に
あ
っ

て
重
傷
を
お
っ
た
。
こ
の

と
き
は
裏
の
畑
に
隠
れ
て

助
か
っ
た
が
、
三
日
後
に

鎮
台
病
院
で
死
去
し
た
。

大
東
亜
戦
争
の
際
、
終
戦

詔
勅
の
起
草
文
を
刪
修
し

た
陽
明
学
者
・
安
岡
正
篤

の
曾
祖
父
に
あ
た
る
。

★
桑
原
家
の
祖
は
初
代
中

村
藩
主
山
内
康
豊
に
従
っ

て
き
た
医
師
。
中
村
藩
改

易
後
は
江
ノ
村
に
移
り
庄

屋
と
な
り
周
辺
に
分
家
。

戒
平
は
蕨
岡
伊
才
原
大
庄

屋
桑
原
義
厚
の
長
男
と
し

て
弘
化
元
年
生
ま
れ
た
。

戒
平
は
学
問
を
安
岡
良
亮

に
、
剣
術
を
樋
口
真
吉
に

習
っ
た
。
維
新
東
征
で
は

迅
衝
隊
十
二
藩
隊
半
隊
長

差
引
役
、
会
津
で
負
傷
。

安
岡
良
亮
長
女
芳
と
結
婚

し
た
。
真
吉
の
一
番
弟
子
。

★
新
政
府
に
入
り
、
清
国

に
留
学
派
遣
。
明
治
八
年
、

安
岡
良
亮
が
先
に
赴
任
し

て
い
た
白
川
県
（
熊
本
）

へ
七
等
出
仕
。
同
九
年
、

神
風
連
の
乱
に
遭
遇
。
県

令
良
亮
は
斬
ら
れ
た
が
難

を
免
れ
、
県
令
代
理
と
し

て
事
件
処
理
に
奔
走
。

翌
年
も
西
郷
蜂
起
の
西
南

戦
争
が
あ
っ
た
が
、
収
束

後
中
村
に
帰
郷
。
初
代
桑

原
平
八
（
同
族
）
に
続
き
、

二
代
目
幡
多
郡
長
（
明
治

十
三
～
十
五
年
）
に
就
任
。

★
戒
平
は
事
業
意
欲
も
盛

旺
。
親
戚
縁
者
か
ら
資
金

を
募
っ
て
同
求
社
を
立
ち

上
げ
た
。
旧
土
佐
藩
貨
幣

局
の
事
業
の
払
い
下
げ
を

受
け
、
大
阪
港
路
開
設
、

樟
脳
の
輸
出
等
の
ほ
か
、

板
垣
退
助
か
ら
権
利
譲
渡

を
受
け
、
田
ノ
口
銅
山
採

掘
に
も
乗
り
出
し
た
。

戒
平
は
明
治
十
八
年
七
月
、

高
知
の
弥
生
新
聞
（
帝
政

派
）
が
読
者
人
気
投
票
で

選
ん
だ
「
土
佐
十
秀
」
の

中
の
「
商
法
家
」
部
門
に
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お
い
て
二
百
十
四
票
を
獲

得
し
て
一
位
と
な
っ
た
。

他
は
「
慷
慨
家
」
板
垣
退

助
、
「
理
論
家
」
植
木
枝

盛
、
「
画
家
」
川
田
小
龍

な
ど
、
高
知
の
錚
々
た
る

顔
ぶ
れ
の
中
で
幡
多
か
ら

唯
一
登
場
。
高
知
市
立
自

由
民
権
記
念
館
に
、
そ
の

記
事
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

★
し
か
し
、
事
業
は
そ
れ

こ
そ
「
武
士
の
商
法
」
で
、

た
ち
ま
ち
行
き
詰
っ
た
。

戒
平
は
中
村
に
い
ら
れ
な

く
な
り
、
家
督
を
弟
義
忠

に
譲
り
、
東
京
へ
出
た
。

戒
平
に
は
官
時
代
の
人
脈

が
あ
っ
た
。
上
京
後
は
北

豊
島
郡
長
、
八
丈
島
島
司
、

小
笠
原
島
司
か
ら
日
本
統

治
後
ま
も
な
い
台
湾
新
竹

支
庁
長
な
ど
を
歴
任
。
台

湾
で
は
総
督
の
乃
木
希
典
、

児
玉
源
太
郎
に
仕
え
た
。

★
何
よ
り
も
大
き
な
功
績

は
明
治
三
十
四
年
発
刊
し

た
「
樋
口
先
生
」
の
編
纂

で
あ
ろ
う
。
敬
愛
し
て
や

ま
な
い
樋
口
真
吉
の
戊
辰

戦
争
時
の
評
価
が
見
直
さ

れ
る
時
期
に
併
せ
て
真
吉

の
生
の
姿
を
後
世
に
書
き

残
し
た
い
想
い
が
そ
う
さ

せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

★
戒
平
は
老
い
て
か
ら
キ

リ
ス
ト
教
に
入
信
。
大
正

九
年
、
七
六
歳
で
没
。

★
天
保
九
年
（1

8
3
8

）

～
明
治
十
二
年
（1

8
7
9

）

申
田
元
瑞
の
二
男
。
吉
松

孫
次
郎
の
養
子
。
吉
松
家

第
１
０
代
当
主
（
土
佐
藩

士
）
。
息
子
は
海
軍
大
将

吉
松
茂
太
郎
で
あ
る
。

★
経
史
を
遠
近
恒
斎
に
学

び
、
の
ち
真
吉
の
影
響
で

九
州
筑
前
亀
井
暘
洲
に
学

ぶ
。
帰
国
後
、
私
塾
晩
翠

堂
を
開
き
子
孫
を
指
導
。

幕
末
期
に
は
安
岡
良
亮
、

樋
口
真
吉
を
助
け
て
国
事

に
奔
走
。

中
村
文
武
館

教
授
と
な
り
、
後
に
官
界

に
入
り
、
民
政
司
主
簿
か

ら
司
法
省
出
仕
判
事
係
と

し
て
、
熊
本
裁
判
所
勤
務
、

天
草
裁
判
所
長
と
な
る
。

神
風
連
暴
動
に
際
し
て
功

労
を
賞
さ
れ
た
。

★
【
吉
松
茂
太
郎
】
紹
介

土
佐
国
（
高
知
県
高
知
市
）

出
身
。
土
佐
藩
士
の
吉
松

萬
弥
の
長
男
。

1
2

歳
ま
で
藩
校
の
致
道
館

に
学
び
そ
の
後
は
東
京
で

漢
学
を
学
ぶ
。1

8
7
4

海

軍
兵
学
寮
に
入
り
軍
人
畑

を
歩
む
。
卒
業
後
、
海
軍

兵
学
校
通
学
士
官
と
な
っ

た
。1

8
8
5
.
1
1

浪
速
分

隊
士
と
な
り
、
翌
年
、
浪

速
回
航
委
員
と
し
て
イ
ギ

リ
ス
に
出
張
。
帰
国
後
、

参
謀
本
部
第
二
局
課
員
と

な
る
。1

8
8
8

フ
ラ
ン
ス

留
学
。
翌
年
か
ら
フ
ラ
ン

ス
に
て
実
地
練
習
の
た
め
、

フ
ラ
ン
ス
軍
艦
「
オ
セ
ア

ン
」
。
次
い
で
「
サ
レ
ル

イ
」
の
乗
組
員
と
な
っ
た
。

1
8
9
1

フ
ラ
ン
ス
に
て
造

兵
監
督
官
と
な
り
、
帰
国

す
る
こ
と
な
く
、
英
仏
両

国
出
張
と
な
り
、
三
景
艦

な
ど
の
建
造
に
参
加
し
た
。

1
8
9
3

帰
国
し
、
大
島
分

隊
長
を
経
て
、1
8
9
4

吉

野
分
隊
長
と
な
り
日
清
戦

争
に
従
軍
し
た
。
同
年
末

か
ら
は
西
海
艦
隊
参
謀
と

し
て
扶
桑
に
乗
組
ん
た
。

1895
少
佐
に
進
級
後
は
、

呉
鎮
守
府
参
謀
・
海
軍
望

楼
監
督
官
、
海
軍
大
学
校

教
官
・
軍
令
部
第
一
局
長

を
歴
任
。
大
佐
に
昇
進
後

は
、
常
備
艦
隊
参
謀
長
・

佐
世
保
鎮
守
府
参
謀
長
を

経
て
、
浪
速
艦
長
と
高
砂

艦
長
、
海
軍
兵
学
校
教
頭

を
務
め
た
。

★
日
露
戦
争
の
時
は
常
磐

艦
長
。1

9
0
5

敷
島
艦
長

と
な
っ
た
。
少
将
に
な
っ

て
か
ら
は
、
佐
世
保
と
呉

鎮
守
府
参
謀
長
、
第
一
艦

隊
司
令
官
、
海
軍
兵
学
校

長
を
歴
任
し
、1

9
0
9

中

将
進
級
後
は
海
軍
大
学
校

長
、
竹
敷
要
港
部
司
令
官
、

第
二
艦
隊
司
令
官
長
官
、

1
9
1
2
.
1
2

教
育
本
部
長
、

1
9
1
4

呉
鎮
守
府
司
令
官

と
な
る
。1

9
1
5
.
9

第

一
艦
隊
司
令
長
官
に
就
任
。

同.
1
0

月
か
ら1

1

月
に
行

わ
れ
た
海
軍
大
演
習
の
後
、

連
合
艦
隊
司
令
長
官
を
兼

ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
頃
は
大
演
習
な
ど
に
際

し
て
連
合
艦
隊
が
編
成
さ

れ
、
第
一
艦
隊
司
令
長
官

が
連
合
艦
隊
司
令
長
官
を

兼
ね
て
い
た
。
ま
た
そ
れ

ま
で
の
連
合
艦
隊
司
令
長

官
は
薩
摩
か
長
州
の
出
身

者
で
あ
っ
た
が
、
初
め
て

薩
長
以
外
か
ら
の
出
身
者

（
土
佐
）
と
な
っ
た
。

吉
松
の
場
合
は
、1

9
1
5
.

1
1
.
1

か
ら

1
2
.
1
3

、1
916.9.1

か
ら

10.14

、

1
9
1
7
.
1
0
.
1

か
ら

1
0
.

2
2

の3

回
に
わ
た
っ
て

連
合
艦
隊
司
令
長
官
を
務

め
て
い
る
。
こ
の
間
に
、

1
9
1
6

年
末
に
海
軍
大
将

に
進
級
し
た
。3
回
目
の

連
合
艦
隊
司
令
長
官
後
は

軍
事
参
議
官
と
な
り
、1

9
1
9
.
1
1

月

待
命
と
な
り
、

翌
年
予
備
役
と
な
っ
た
。

そ
の
後
は
、1

9
2
1

海

軍
有
終
会
会
長
や
土
佐
協

会
顧
問
な
ど
を
歴
任
し
た
。

1
9
2
9

退
役
。
正
三
位

従

二
位

勲1

等

功3

級
。

享
年7
5

歳
。
海
軍
葬
が
執

り
行
わ
れ
た
。
輝
か
し
い

軍
歴
の
吉
松
茂
太
郎
は
、

今
歴
代
の
海
軍
連
合
艦
隊

司
令
長
官
８
名
ら
と
共
に

多
摩
霊
園
の
吉
松
家
の
墓

に
眠
っ
て
い
る
。

★
嘉
永5

年1
2

月2
8

日

（1
8
5
3

年2

月6

日
）
～

昭
和7

年
（1

9
3
2

年
）

4

月1
1

日

★
土
佐
藩
士
仁
尾
宗
直
の

子
と
し
て
現
高
知
県
四
万

十
市
双
海
に
生
ま
れ
た
。

安
岡
良
亮
の
門
に
学
ん
だ

後
、
戊
辰
戦
争
に
従
軍
、

そ
の
後1

8
7
2

年
（
明
治5

年
）
よ
り
安
岡
良
亮
に
従

い
熊
本
県
に
出
仕
し
た
が
、

1
8
7
6

年
（
明
治9

年
）
に

神
風
連
の
乱
に
遭
い
、
負

傷
し
た
。
後
に
福
岡
県
に

転
じ
、
福
岡
収
税
長
に
進

み
、1

8
8
7

年
（
明
治2

0

年
）
か
ら
は
大
蔵
省
参
事

官
を
兼
ね
た
。

★
日
清
戦
争
が
お
き
る
と
、

李
氏
朝
鮮
に
度
支
部
顧
問

と
し
て
派
遣
さ
れ
、
財
政

改
革
に
あ
た
っ
た
。

帰
国
後
は
専
売
事
業
を
手

掛
け
、
専
売
局
長
、
煙
草

専
売
局
長
、
煙
草
専
売
局

長
官
、
専
売
局
長
官
を
歴

任
し
た
。

1
9
0
7

年
（
明
治4

0

年
）

に
退
官
し
、
同
年1

2

月1
0

日
、
貴
族
院
議
員
に
勅

選
さ
れ
、
死
去
す
る
ま
で

在
任
し
た
。1

9
1
6

年

（
大
正5

年
）3

月2
7

日
、

錦
鶏
間
祗
候
を
仰
せ
付
け

ら
れ
る
。
仁
尾
惟
茂
は
真

吉
人
脈
の
中
で
貴
族
院
議

員
に
ま
で
出
世
し
た
出
世

頭
で
あ
る
。

★
天
保
二
年
（1

8
3
1

）1
2

月
中
村
大
庄
屋
山
崎
伝

三
郎
の
次
男
に
生
ま
れ
た
。

遠
近
鶴
鳴
に
文
学
を
、
樋

口
真
吉
か
ら
文
武
を
修
学

し
、
剣
は
大
石
神
陰
流
免

許
皆
伝
で
あ
る
。
嘉
永
五

年
文
武
館
講
師
養
成
の
メ

ン
バ
ー
に
選
ば
れ
、
諸
国

を
歴
訪
し
て
剣
と
砲
術
を

学
ん
だ
。
帰
国
後
に
は
同

志
と
申
し
合
わ
せ
て
大
砲

壱
挺
を
献
納
。
翌
七
年
に

は
異
国
船
渡
来
の
節
、
郷

士
差
配
役
を
拝
命
し
た
。

★
安
政
三
年
臨
時
御
用
で

江
戸
へ
出
張
を
命
じ
ら
れ
、

翌
四
年
九
月
お
暇
後
、
更

に
砲
学
・
砲
術
研
究
の
修

行
を
願
い
出
て
、
西
洋
砲

術
を
江
川
太
郎
左
衛
門
・

下
曽
根
重
三
郎
・
蛭
川
藤

五
郎
・
荏
原
土
佐
之
介
に
、

洋
学
を
大
木
忠
益
（
塾
頭

が
大
鳥
圭
介
）
ら
当
時
の

新
進
気
鋭
の
師
に
つ
い
て

修
行
中
、
藩
よ
り
砲
術
・

洋
楽
の
修
行
を
命
じ
ら
れ

て
江
戸
に
留
ま
る
こ
と
五

年
、
蔓
延
元
年
（1860

）

西
洋
式
砲
術
の
調
練
を
馬

場
に
て
幕
府
高
官
の
前
で

指
揮
官
を
拝
命
し
た
慎
六

郎
は
見
事
に
そ
の
任
を
全

う
し
扇
子
五
本
を
拝
領
す

る
破
格
の
栄
誉
を
得
た
。

★
文
久
元
年
帰
国
す
る
際

に
金
沢
の
大
砲
鍛
冶
高
橋

清
左
衛
門
を
伴
っ
て
帰
り

自
宅
（
現
幡
多
奉
行
所
後

の
広
域
）
に
工
場
を
設
け

郡
内
の
鍛
冶
中
村
元
次
，

田
ノ
川
江
之
丞
兄
弟
他
数

名
ら
を
集
め
鉄
砲
製
造
の

業
を
修
行
さ
せ
た
。
ま
た

翌
年
に
は
藩
主
上
洛
に
随

行
し
、
京
都
三
十
三
間
堂

に
於
い
て
開
催
の
野
砲
演

習
の
臨
時
指
揮
官
を
勤
め

て
見
事
に
責
任
を
全
う
し

た
。
こ
の
時
樋
口
真
吉
も

藩
主
豊
範
に
随
行
し
て
京

に
居
た
の
で
あ
る
。
真
吉

も
我
弟
子
慎
六
郎
の
成
長

を
心
か
ら
喜
ん
だ
こ
と
で

あ
ろ
う
。
慎
六
郎
は
翌
三

年
帰
国
後
は
土
佐
藩
の
砲
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術
指
導
役
に
な
り
、
文
武

館
お
よ
び
自
宅
に
て
砲
学
・

洋
学
を
教
授
し
た
。
迅
衝

隊
に
も
砲
車
指
揮
官
と
し

て
参
加
活
躍
し
て
い
る
。

★
文
武
館
は
名
前
を
高
知

の
文
武
館
に
譲
っ
た
後
は

敬
止
館
と
な
り
、
明
治
に

な
っ
て
行
余
館
と
な
っ
た

が
、
そ
の
建
物
に
四
名
の

名
前
と
経
歴
が
掲
示
さ
れ

て
い
た
。
（
左
記
）

★
山
崎
慎
六
郎
は
安
政
四

年
か
ら
五
年
間
江
戸
で
砲

術
の
修
行
に
励
ん
で
い
た

際
に
、
江
川
太
郎
左
衛
門

英
龍
か
ら
学
ん
だ
と
中
村

市
史
に
あ
っ
た
。
確
か
に

英
龍
は
長
崎
に
赴
い
て
高

島
秋
帆
か
ら
近
代
砲
術
を

学
ぶ
と
共
に
幕
府
に
高
島

流
砲
術
を
取
り
入
れ
、
江

戸
で
演
習
を
行
う
よ
う
働

き
か
け
た
。
こ
れ
が
実
現

し
、
英
龍
は
以
後
は
高
島

流
砲
術
を
さ
ら
に
改
良
し

た
西
洋
砲
術
の
普
及
に
努

め
、
「
江
川
塾
」
を
江
戸

に
開
き
、
全
国
の
藩
士
に

こ
れ
を
教
育
し
た
。
佐
久

間
象
山
、
大
鳥
圭
介
、
橋

本
左
内
、
桂
小
五
郎
、
黒

田
清
隆
、
大
山
巌
、
伊
東

祐
亨
な
ど
が
彼
の
下
で
学

ん
で
い
る
。
だ
が
安
政
二

年
（1

8
5
5

）
に
病
没
し

て
い
る
の
で
、
山
崎
慎
六

郎
が
学
ん
だ
の
は
長
男
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

山
崎
慎
六
郎
の
砲
術
修
行

は
真
吉
を
補
佐
し
て
土
佐

藩
の
海
防
へ
の
貢
献
は
極

め
て
大
で
あ
っ
た
。
明
治

十
一
年
病
没
し
た
。
享
年

四
十
八
歳
。
墓
所
は
四
万

十
市
佐
岡
に
あ
る
。

●
桑
原
戒
平
著
「
樋
口
先

生
」
を
ネ
ッ
ト
で
検
索
し

て
み
た
ら
国
会
図
書
館
の

デ
ジ
タ
ル
文
庫
版
「
樋
口

先
生
」
に
出
会
っ
た
。
そ

の
冒
頭
に
樋
口
真
吉
の
二

種
類
の
書
を
発
見
し
た
。

悲
し
い
か
な
読
め
な
い
の

で
渋
谷
先
生
に
解
読
を
お

願
い
し
て
い
る
が
、
あ
る

い
は
新
発
見
か
も
し
れ
な

い
と
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

署
名
入
り
の
方
は
文
久
三

年
五
月
と
あ
り
、
前
年
の

藩
主
側
近
に
登
用
さ
れ
、

江
戸
か
ら
帰
省
し
た
頃
の

成
長
し
た
真
吉
の
署
名
入

り
の
文
書
だ
と
し
た
ら
、

或
い
は
真
吉
の
心
境
な
ど

が
書
か
れ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
も
う
一
つ
の
方

は
佐
井
虎
次
郎
の
名
前
が

見
え
る
。
簡
単
な
る
メ
モ

の
よ
う
に
も
見
え
る
が
桑

原
戒
平
が
渾
身
の
想
い
で

纏
め
た
樋
口
真
吉
伝
に
敢

え
て
掲
載
し
て
い
る
文
書

な
の
で
、
何
か
意
味
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
考
え
て
し
ま
う
。
そ
れ

に
し
て
も
国
会
図
書
館
の

電
子
版
「
樋
口
先
生
」
は

正
に
明
治
三
四
年
発
刊
の

初
版
を
写
真
で
読
む
こ
と

が
出
来
る
訳
で
、
特
別
の

感
慨
が
こ
み
あ
が
っ
て
く

る
か
ら
不
思
議
で
あ
る
。

東
京
の
千
代
田
区
の
国
会

図
書
館
に
行
け
ば
こ
の
現

物
と
体
面
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
本
文
は
佐
川
青

山
文
庫
版
と
同
じ
で
あ
ろ

う
け
れ
ど
ま
さ
か
真
吉
の

自
筆
の
文
書
が
写
真
で
掲

載
さ
れ
て
い
よ
う
と
は
思

わ
な
か
っ
た
の
で
新
発
見

の
資
料
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

し
か
し
渋
谷
先
生
を
は
じ

め
樋
口
真
吉
の
研
究
者
の

皆
さ
ん
に
は
既
に
ご
承
知

の
資
料
か
も
し
れ
な
い
の

で
、
あ
ま
り
ぬ
か
喜
び
し

な
い
方
が
よ
い
か
も
し
れ

な
い
。
渋
谷
先
生
の
解
読

結
果
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

●
六
月
十
四
日
樋
口
真
吉

の
墓
前
祭
を
３
名
で
さ
さ

や
か
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

例
年
雨
期
な
の
で
天
候
が

気
に
な
っ
た
が
何
と
か
清

掃
作
業
と
お
参
り
を
お
こ

な
っ
た
。
十
月
に
は
龍
馬

ワ
ー
ル
ド
が
あ
り
、
案
内

掲
示
板
が
あ
っ
た
方
が
良

い
の
だ
が
、
実
行
委
員
会

に
問
題
提
起
す
る
予
定
。

●
坂
本
龍
馬
会
の
中
に
江

戸
の
千
葉
道
場
の
流
れ
く

む
千
葉
ま
い
氏
が
「
龍
馬

１
０
８
人
女
人
会
」
を
主

催
さ
れ
て
お
り
、
四
万
十

大
会
に
１
４
名
で
参
加
す

る
予
定
だ
と
表
示
し
て
お

ら
れ
た
。
彼
女
に
は
「
幕

末
足
軽
物
語
」
を
提
供
し

て
以
来
、f

a
c
e
b
o
o
k

で

交
流
が
あ
る
の
で
、
福
井

龍
馬
会
も
含
め
る
と
エ
ク

ス
カ
ー
シ
ョ
ン
真
吉
コ
ー

ス
の
募
集
も
目
途
が
立
っ

た
と
皮
算
用
し
て
い
る
。
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